
矢巾町定例記者会見

日 時：令和６年８月13日（火）
午前９時30分～午前10時

場 所：役場２階２－２会議室

【内容】

１ 紫波地区交通安全フェスティバルの開催について（総務課）

２ 令和６年度矢巾町総合防災訓練について（総務課）

３ 矢巾町内のひまわり畑について（産業観光課）

４ 令和６年度矢巾町戦没者追悼式の開催について（福祉課）

５ 自主事業「平和の集い」の開催について（文化スポーツ課）



定例記者会見発表事項概要書 NO.１

案 件 名 紫波地区交通安全フェスティバルの開催について

所管部署 総務課 防災安全室 担当者 松野 浩幸 （内線2708）

紫波地区の地域住民の交通安全意識高揚のため、交通安全体験機材の活用、警
察車両の展示、岩手県警音楽隊による演奏等を通じて、広く交通安全について関
心を持ってもらうため、開催します。

◆日 時 令和６年８月１８日（日）午前１０時３０分から午後０時３０分
まで（開場 午前１０時）

◆場 所 田園ホール

◆主 催 紫波地区交通安全対策協議会 ◆協 力：岩手県警察音楽隊等

◆内 容 岩手県警察音楽隊による演奏及び寸劇、ふどうこども園園児による
歌の披露、屋外展示（パトカー、白バイ）、交通安全体験コーナー
（危険予測トレーニング（ＫＹＴ）、歩行環境シミュレーター、ク
イックアーム、クイックキャッチ、酒酔い体験ゴーグル）、交通安
全啓発品の配布

令和６年８月１３日



定例記者会見発表事項概要書 NO.２

案 件 名 令和６年度矢巾町総合防災訓練について

所管部署 総務課防災安全室 担当者 大和田 剛 （内線2708）

発表要旨
総合防災訓練を実施して、各種通信手段を活用した被害等状況の把握要領を

訓練するとともに、指定避難所の開設・運営や住民避難、火災の発生等を想定
した訓練を実施して、要配慮者を含めた一般町民の皆様にも参加（参観）して
いただき、避難態勢の充実・強化に資するものです。

◆日 時 令和６年９月１５日（日）午前９時から

◆場 所 矢巾町保健福祉交流センター、煙山地区 等

◆参加機関・団体等
陸上自衛隊東北方面特科連隊本部中隊、紫波警察署、
盛岡南消防署矢巾分署、矢巾町消防団、矢巾町自主防災会、
矢巾町防災士、矢巾町婦人防災クラブ、矢巾町内社会福祉施設、
東日本電信電話株式会社、北良株式会社、プロロジスパーク盛岡、
岩手医科大学、盛岡薬剤師会 等

◆実施内容 訓練の概要（案）を参照

令和６年８月１３日



令和６年度矢巾町総合防災訓練の概要(案)

留意事項
防災関係機関等相互の共同連携を重視した実動による訓練と町民の皆様の参加型訓練を重視して実施し、町民の皆様の避難に係る行動の実効性
を向上させること。

目 的

町は、総合防災訓練を実施して、災害対策本部における災害情報の収集及び
被害等状況の把握要領を訓練するとともに、住民及び社会福祉施設利用者の避
難誘導訓練を実施して、要配慮者を含めた町民の避難態勢の充実・強化に資す
る。

主要訓練
項目

◇ 職員参集訓練
◇ 災害対策本部訓練
◇ 安否確認訓練
◇ 火災防ぎょ訓練（山火事対応）
◇ 避難所の開設運営訓練
◇ 緊急避難場所の開設、避難者受入訓練
◇ 要配慮者利用施設の避難誘導訓練
◇ 避難所における災害医療訓練（訪問診療）
◇ 避難所における救命救護訓練
◇ 非常持出品展示説明訓練
◇ 炊き出し訓練
◇ 特設公衆電話・災害用伝言ダイヤル通信訓練

日 時 令和６年９月１５日（日）午前９時から（予定）

場 所 矢巾町保健福祉交流センター、矢巾町煙山地区等

参加機関・
団体等

陸上自衛隊東北方面特科連隊、紫波警察署、盛岡南消防署矢巾分署、
矢巾町消防団、矢巾町婦人防火クラブ、矢巾町自主防災会、矢巾町防災士、岩
手医科大学、盛岡薬剤師会、東日本電信電話株式会社岩手支店、
プロロジスパーク盛岡、北良株式会社、矢巾町に所在する社会福祉施設、その
他参加可能な防災関係機関・企業・団体等

訓練想定 不安定な気象条件下、「落雷による山火事の発生及び局所的なゲリラ豪雨による土砂災害発生のおそれがある場合」を想定

実 施
の

概 要

◇ 職員参集訓練及び災害対策本部訓練
職員の参集から災害対策本部を設置、災害情報収集及び災害見積により、避難情報を発令までの一連の行動を演練する。

◇ 安否確認訓練
各自主防災会により地区の安否確認を行い、確認結果を災害時特設公衆電話を使用した災害対策本部への報告要領を演練する。

◇ 火災防ぎょ訓練（山火事対応）
山間部への落雷による出火に関する通報から出動指令を受け、現場到着から火災の鎮圧に至るまでの一連の行動を訓練する。

◇ 避難所の開設運営訓練
職員等による町指定主幹避難所及び基幹避難所の開設を行い、実動による要配慮者を含めた避難者の受け入れを演練する。

◇ 緊急避難場所の開設、避難者受入訓練
職員等及び施設管理スタッフの連携により緊急避難場所への避難者の受け入れを演練する。

◇ 要配慮者利用施設の避難誘導訓練
自衛隊、警察、消防機関相互の連携により、社会福祉施設利用者の避難行動について、実動により演練する。

◇ 避難所における救命救護訓練
避難所で発生した傷病者の救命・救護処置を訓練する。

◇ 避難所における災害医療訓練（訪問診療）
避難所への災害医療チームの派遣により、避難者への医療提供～投薬の要領等を演練する。

◇ 非常持出品展示説明訓練
避難する際に携行すべき物品（非常持出品）と当該物品の携行要領に関する一例を展示説明する。

◇ 炊き出し訓練
町備蓄食料等を活用し、関係者相互の連携により現地における炊事要領を演練する。

◇ 特設公衆電話及び災害用伝言ダイヤル通信訓練
町指定主幹避難所及び基幹避難所における電話機設置、利用法等について演練する。



定例記者会見発表事項概要書 NO.３

案 件 名 矢巾町内のひまわり畑について

所管部署 産業観光課 観光振興係 担当者 木村 朱里 （内線2605）

“やはば”の夏の代名詞であるひまわりを、今年も３箇所で栽培しています。

◆日時 令和６年８月上旬から下旬（天候・気温により変わります）

◆場所 煙山ひまわりパーク（約1.6haに20万本のひまわりが咲く）
和味フラワーパーク（約1.1haに20万本のひまわりが咲く）
さつき公園（約0.06ha）

◆内容 みんなの憩いの場としてひまわりの栽培を実施。
今年度は煙山ひまわりパークにて、お盆の期間中、ライトアップや
キッチンカーの出店などのイベントが開催されます。

◆料金 無料

◆実施主体 矢巾町、矢巾町観光協会

令和６年８月１３日



定例記者会見発表事項概要書 NO.４

案 件 名 令和６年度矢巾町戦没者追悼式の開催について

所管部署 福祉課 生活相談係 担当者 岡部 健二郎（内線 2575）

終戦から今年で７９年を迎え、戦禍に倒れられた方々の御霊に対して哀悼の誠
を捧げるとともに恒久平和の実現を祈念して、下記のとおり矢巾町戦没者追悼式
を開催します。

◆日 時 令和６年９月１４日（土）午前９時から（午前８時３０分開場）

◆場 所 矢巾町文化会館（田園ホール）

◆主 催 矢巾町遺族連合会、矢巾町

◆戦没者数 ４０４柱

◆開催方法 昨年度は、新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から規模
を縮小し「献花のみ」としておりましたが、今年度は通常の「式
典形式」とします。

令和６年８月１３日



定例記者会見発表事項概要書 NO.５

案 件 名 自主事業「平和の集い」の開催について

所管部署 文化スポーツ課 生涯学習係 担当者 工藤 祐奈（内線2858）

戦争及び核兵器の根絶、平和な世界になることを願い、文化スポーツ課自主事業「平和の集い」を

開催します。

◆日 時 令和６年９月１４日（土）１０時２０分から１１時２０分まで
※開場１０時

◆場 所 矢巾町文化会館（田園ホール）

◆内 容 第１部 講演 町職員、中学生
第２部 合唱 出演：岩手県立不来方高等学校音楽部

◆対 象 町内外問わず

◆参加費 無料 ※申込不要

◆その他 （１）同日開催「令和６年度矢巾町戦没者追悼式」
９時から１０時まで

（２）「原爆パネル展～原爆と人間～」８月１６日（金）まで
会場 やはぱーく１階プロムナード ※「平和の集い」会場にも展示

令和６年８月１３日



主イベント【お知らせ】８月中旬から９月中旬までの主なスケジュール

※下記スケジュールについては現時点のものであり、特に屋外でのイベントについては
天候等の状況によって中止あるいは延期する場合があります。

日 付 内 容

令和６年 ８月１８日（日） 紫波地区交通安全フェスティバル
（午前１０時３０分～午後０時３０分 開場 午前１０時）
矢巾町文化会館（田園ホール）

９月１４日（土） 令和６年度矢巾町戦没者追悼式
（午前９時から 開場 午前８時３０分）
矢巾町文化会館（田園ホール）

９月１４日（土） 自主事業「平和の集い」
（午前１０時３０分から１１時２０分まで 開場 午前１０時）
矢巾町文化会館（田園ホール）

９月１５日（日） 令和６年度矢巾町総合防災訓練
（午前９時から） 矢巾町保健福祉交流センター、煙山地区 等

８月上旬 ～ 下旬 矢巾町内のひまわり畑 （天候・気温により変わります）
煙山ひまわりパーク、和味ひまわりパーク、さつき公園

９月１０日（火） ９月定例記者会見
（午前９時３０分から 役場庁舎２－２会議室）


